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疎
地
域
と
み
な
す
「
一
部
過

疎
」
―
に
分
類
し
て
対
象
に

加
え
て
い
る
。

野
尻
会
長
は
こ
の
日
、
新

法
制
定
を
訴
え
る
中
で
、
特

に
②
の
一
部
過
疎
に
触
れ
て

そ
の
制
度
存
続
を
要
望
。

「（
一
部
過
疎
地
域
を
抱
え

る
）
都
市
で
は
、
居
住
環
境

の
整
備
や
他
地
域
と
の
格
差

是
正
を
図
る
た
め
、
多
岐
に

わ
た
る
過
疎
対
策
に
迫
ら
れ

て
い
る
。
加
え
て
周
辺
市
町

村
と
の
広
域
連
携
に
重
要
な

役
割
を
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
述
べ
、
引
き
続
き
の
支
援

の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

併
せ
て
「
国
の
主
導
で
平

成
の
合
併
が
推
進
さ
れ
た
経

現
行
の
過
疎
法
は
平
成
１２

年
度
施
行
の
時
限
法
。
適
用

さ
れ
れ
ば
過
疎
対
策
事
業
債

が
発
行
で
き
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
措
置
が
受
け
ら

れ
る
。
人
口
、
財
政
力
要
件

で
過
疎
が
進
ん
だ
と
判
断
さ

れ
た
市
町
村
が
適
用
対
象
に

な
り
、
合
併
市
町
村
に
つ
い

て
は
、
別
途
定
め
た
要
件
を

満
た
せ
ば
①
全
域
を
過
疎
地

域
と
み
な
す
「
み
な
し
過

疎
」
②
旧
市
町
村
の
み
を
過

緯
に
照
ら
し
、
都
市
中
心
部

と
周
辺
地
域
の
格
差
是
正
は

国
に
も
責
任
の
一
翼
を
担
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
」

と
国
の
責
任
論
も
展
開
し
た
。

同
会
長
は
ま
た
、
自
民
党

で
新
法
制
定
の
議
論
が
進
む

中
、一
部
過
疎
の
要
件
に「
財

政
力
基
準
」
が
検
討
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
「
十
分
、
慎
重

で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

る
と
と
も
に
、「
基
準
導
入

が
や
む
を
得
な
い
場
合
も
、

市
町
村
の
多
様
性
を
考
慮
し

て
、
一
律
の
基
準
を
設
け
な

い
よ
う
強
く
求
め
た
い
」
と

く
ぎ
を
刺
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
高
市
早
苗

総
務
相
は
「
現
在
、
対
象
地

域
の
在
り
方
に
つ
い
て
各
党

各
会
派
で
議
論
し
て
い
る
の

で
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

こ
の
日
の
会
議
で
は
ま
た
、

地
方
六
団
体
か
ら
一
般
財
源

の
増
額
要
望
が
一
斉
に
出
さ

れ
た
。
野
尻
会
長
は
新
型
コ

野尻哲雄会長
（大分市）

今
年
度
初
会
合
の
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
が
５
月
１９
日
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
方
式
で

開
か
れ
た
。「
骨
太
の
方
針
」
策
定
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
２
テ
ー
マ

を
め
ぐ
っ
て
国
と
地
方
六
団
体
代
表
が
意
見
交
換
し
、
本
会
の
野
尻
哲
雄
会
長
（
大
分

市
）
は
今
年
度
で
失
効
す
る
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
過
疎
法
）
に
代
わ
る

新
法
制
定
を
訴
え
た
。

野
尻
会
長
「
新
過
疎
法
制
定

野
尻
会
長
「
新
過
疎
法
制
定
を
」
を
」

一
般
財
源
・
交
付
金
増
額
要
望
も

一
般
財
源
・
交
付
金
増
額
要
望
も

国と地方

ロ
ナ
禍
で
の
地
域
経
済
疲
弊

に
伴
い
、「
地
方
税
、
地
方

交
付
税
な
ど
の
大
幅
な
減
少

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
」
と
指

摘
、
今
年
度
、
来
年
度
で
の

地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保

を
強
く
求
め
た
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
側
は
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
や
緊

急
包
括
支
援
金
の
抜
本
的
な

拡
充
を
相
次
ぎ
要
望
。
全
国

知
事
会
の
飯
泉
嘉
門
会
長

（
徳
島
県
）
は
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
（
今
年
度
１
次
補

正
予
算
１
兆
円
）
に
つ
い
て

「
最
低
で
も
２
兆
円
（
の
増

額
）
を
お
願
い
し
た
い
」
と

述
べ
た
。

政
府
は
５
月
２５
日
、東
京
、

神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
、
北

海
道
の
５
都
道
県
に
発
令
し

て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事

態
宣
言
を
解
除
し
た
。
国
内

全
域
で
出
さ
れ
て
い
た
同
宣

言
が
こ
れ
で
約
１
カ
月
半
ぶ

り
に
全
面
解
除
さ
れ
た
。

専
門
家
で
構
成
す
る
諮
問

委
員
会
で
了
承
が
得
ら
れ
、

政
府
は
国
会
に
事
前
報
告
、

夜
に
開
い
た
対
策
本
部
で
解

除
を
決
定
し
た
。

新
規
感
染
者
が
減
少
傾
向

に
あ
る
こ
と
や
、
医
療
提
供

体
制
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
の

監
視
体
制
の
最
新
状
況
を
勘

案
し
た
。

安
倍
晋
三
首
相
は
会
見

で
「
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
新
し
い
や
り
方
で
日
常

の
社
会
経
済
活
動
を
取
り
戻

し
て
い
く
こ
と
だ
」
と
述

べ
、
国
民
に
協
力
を
呼
び
掛

け
た
。

「
緊
急
事
態
」
全
面
解
除

政府
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産
業
経
済
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会

農
林
水
産
物・食
品
輸
出
本
部
を
創
設

令
和
元
年
度
要
望
結
果

令
和
元
年
度
要
望
結
果

⑤

１１
　
農
業
振
興
対
策

　
農
業
振
興
対
策

⑴
　
農
業
農
村
整
備
事
業
関

連
予
算
の
安
定
的
確
保

将
来
に
わ
た
る
農
業
・
農

村
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る

た
め
、
農
業
農
村
整
備
事
業

予
算
の
長
期
的
か
つ
安
定
的

な
確
保
を
要
望
。

令
和
２
年
度
農
林
水
産
省

予
算
で
は
、
農
業
農
村
整
備

事
業
に
３
２
６
４
億
３
６
０

０
万
円
が
確
保
さ
れ
た
。

⑵
　
経
営
所
得
安
定
対
策
の

充
実
強
化

農
業
者
の
経
営
安
定
を
図

る
た
め
、
経
営
所
得
安
定
対

策
の
必
要
財
源
確
保
と
一
層

の
拡
充
を
要
望
。

２
年
度
農
水
省
予
算
で

は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
に

２
８
９
３
億
１
１
０
０
万
円

を
計
上
し
た
。

⑶
　
農
村
地
域
防
災
減
災
事

業
の
推
進

①
農
村
地
域
の
安
全
・
安

心
の
確
保
の
た
め
の
農
村
地

域
防
災
減
災
事
業
の
推
進
②

防
災
重
点
た
め
池
の
早
期
改

修
に
要
す
る
財
政
措
置
、
補

助
率
か
さ
上
げ
等
の
財
政
支

援
拡
充
―
を
要
望
。

①
に
つ
い
て
、
２
年
度
農

水
省
予
算
で
は
農
村
地
域
防

災
減
災
事
業
に
４
３
８
億
４

２
０
０
万
円
、
元
年
度
補
正

予
算
で
２
５
０
億
２
３
０
０

万
円
を
計
上
し
、
農
村
地
域

の
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た

め
の
総
合
的
な
防
災
・
減
災

対
策
を
実
施
す
る
と
し
た
。

②
に
つ
い
て
、
２
年
度
農

水
省
予
算
で
は
た
め
池
の
緊

急
対
策
に
５
１
０
億
７
４
０

０
万
円
を
計
上
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
お

い
て
多
く
の
た
め
池
が
被
災

し
た
こ
と
を
受
け
、
農
地
の

被
害
防
止
と
と
も
に
、
非
常

時
の
機
能
や
下
流
の
安
全
性

確
保
の
た
め
に
必
要
な
た
め

池
の
改
修
等
の
緊
急
対
策
が

実
施
さ
れ
る
。

⑷
　
農
業
の
持
続
的
な
発
展

に
関
す
る
施
策
の
推
進

①
補
修
や
更
新
等
に
よ
る

施
設
の
長
寿
命
化
対
策
を
進

め
る
た
め
の
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
等
予
算
の
確
保
②

農
業
生
産
条
件
の
不
利
な
農

山
村
の
振
興
･
活
性
化
を
図

る
た
め
の
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
の
一
層
充
実
③

女
性
･
高
齢
者
の
能
力
を
十

分
発
揮
で
き
る
環
境
整
備
促

進
④
耕
作
放
棄
地
や
荒
廃
農

地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
資

す
る
施
策
の
積
極
的
推
進
、

農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
促

進
と
生
活
基
盤
の
効
率
的
な

整
備
推
進
―
を
要
望
。

①
に
つ
い
て
、
２
年
度

農
水
省
予
算
で
は
、
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
に

４
８
６
億
５
２
０
０
万
円
を

確
保
し
た
。

②
に
つ
い
て
、
２
年
度
農

水
省
予
算
で
は
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
交
付
金
に

２
６
１
億
円
を
計
上
。
農
業

生
産
条
件
の
不
利
を
補
正
す

る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
向

け
た
農
業
生
産
活
動
維
持
の

た
め
の
活
動
へ
支
援
が
行
わ

れ
る
と
と
も
に
、
２
～
６

年
度
を
対
象
期
間
と
す
る
第

５
期
対
策
で
は
、
前
向
き
な

取
り
組
み
へ
の
支
援
を
強
化

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

③
に
つ
い
て
、
２
年
度
農

水
省
予
算
で
は
、
女
性
の
活

躍
推
進
に
９
４
３
億
３
１
０

０
万
円
を
計
上
。
女
性
が
能

力
を
発
揮
し
活
躍
で
き
る
よ

う
支
援
を
行
う
と
し
た
。

④
に
つ
い
て
、
２
年
度

農
水
省
予
算
で
は
、
強

い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り

総
合
支
援
交
付
金
等
に

２
３
０
億
２
０
０
０
万
円
を

計
上
。
農
業
用
機
械
・
施
設

の
導
入
、
新
た
な
生
産
事
業

モ
デ
ル
の
育
成
が
支
援
さ
れ

る
。ほ

か
、
農
地
中
間
管
理
機

構
に
よ
る
農
地
集
積
・
集

約
化
と
農
業
委
員
会
に
よ

る
農
地
利
用
の
最
適
化
に

２
６
５
億
５
０
０
０
万
円
を

計
上
し
た
。

⑸
　
食
料
自
給
率
向
上
、
国

産
農
産
物
の
消
費
拡
大
に

資
す
る
施
策
の
推
進

①
食
料
自
給
率
向
上
施
策

へ
の
十
分
な
財
源
確
保
②
米

の
消
費
拡
大
に
資
す
る
施
策

推
進
③
公
共
施
設
で
供
さ
れ

る
給
食
等
で
の
地
域
の
農
産

物
の
積
極
的
利
用
を
促
す
施

策
の
展
開
―
を
要
望
し
た
。

①
に
つ
い
て
、
２
年
度
農

水
省
予
算
で
は
、
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
に

３
０
５
０
億
円
を
計
上
。
食

料
自
給
率
・
自
給
力
の
向
上

に
資
す
る
飼
料
用
米
、
麦
、

大
豆
等
戦
略
作
物
の
本
作
化

な
ど
が
支
援
さ
れ
る
。

②
③
に
つ
い
て
、
２
年
度

農
水
省
予
算
で
は
、
食
育
の

推
進
と
国
産
農
産
物
消
費
拡

大
事
業
に
５
億
３
０
０
万
円

を
計
上
し
、
食
育
や
地
産
地

消
、
和
食
文
化
の
保
護
・
継

承
を
図
る
と
し
た
。

⑹
　
畜
産
・
酪
農
等
の
経
営

安
定
対
策
の
充
実
強
化

①
畜
産
業
振
興
策
の
強
化

及
び
畜
産
農
家
の
保
護
・
育

成
並
び
に
所
得
向
上
に
資
す

る
施
策
の
充
実
、
畜
産
・
酪

農
経
営
安
定
対
策
の
充
実
強

化
②
豚
コ
レ
ラ
な
ど
家
畜
伝

染
病
の
侵
入
・
ま
ん
延
防
止

の
た
め
の
防
疫
・
危
機
管
理

体
制
強
化
、
被
害
を
受
け
た

農
家
へ
の
経
営
支
援
策
、
風

評
被
害
防
止
へ
の
万
全
の
措

置
―
を
要
望
。

①
に
つ
い
て
、
２
年
度

農
水
省
予
算
で
は
、
畜
産

生
産
力
・
生
産
体
制
強
化

対
策
事
業
に
９
億
円
、
畜

産
・
酪
農
経
営
安
定
対
策
に

２
２
３
４
億
１
１
０
０
万
円

を
確
保
し
、
畜
産
の
生
産

力・生
産
体
制
強
化
、
畜
産・

酪
農
経
営
安
定
へ
の
支
援
が

図
ら
れ
る
。

②
に
つ
い
て
、
農
水
省
で

※
会
長
提
出
議
案
で
扱
わ
れ
た
項
目
は
第
２
１
１
６
号
お

よ
び
第
２
１
１
７
号
に
掲
載
。
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は
、
家
畜
衛
生
等
総
合
対
策

と
し
て
２
年
度
予
算
に
１
０

０
億
８
３
０
０
万
円
、
元
年

度
補
正
予
算
に
6２
億
７
０
０

０
万
円
を
計
上
。

畜
産
振
興
、
畜
産
物
の
安

定
供
給
と
輸
出
促
進
を
図
る

た
め
、
家
畜
の
伝
染
性
疾
病

等
の
発
生
予
防
・
ま
ん
延
防

止
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
家
畜
衛
生
を
支

え
る
産
業
動
物
獣
医
師
の
育

成
・
確
保
を
図
る
と
し
た
。

⑴
　
林
業
発
展
の
た
め
の
施

策①
森
林
･
林
業
基
本
計
画

に
掲
げ
る
施
策
具
体
化
の
た

め
の
予
算
確
保
②
森
林
が
有

す
る
多
面
的
機
能
の
維
持
管

理
に
対
す
る
支
援
等
の
施
策

推
進
等
―
を
要
望
。

２
年
度
林
野
庁
予
算
で
は
、

森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発

揮
対
策
に
１3
億
５
３
０
０
万

円
を
計
上
し
、
森
林
の
多
面

的
機
能
の
発
揮
、
地
域
住
民

等
に
よ
る
森
林
の
保
全
管
理

活
動
等
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
と
し
た
。

⑵
　
森
林
経
営
管
理
法
の
円

滑
な
施
行
に
係
る
支
援

森
林
経
営
管
理
制
度
に
係

る
市
町
村
の
体
制
強
化
に
向

け
、
林
務
担
当
者
の
育
成
・

確
保
を
図
る
仕
組
み
の
確
立
、

森
林
所
有
者
の
確
定
・
境
界

の
明
確
化
な
ど
を
図
る
こ
と

を
要
望
し
た
。

２
年
度
林
野
庁
予
算
で
は
、

「
緑
の
人
づ
く
り
」
総
合
支

援
対
策
に
46
億
８
６
０
０
万

円
を
確
保
。
新
規
就
業
者
の

確
保
・
育
成
や
、
多
様
な
担

い
手
の
育
成
が
支
援
さ
れ
る
。

⑶
　
森
林
整
備
の
拡
充

条
件
不
利
地
域
な
ど
適
正

な
整
備
が
進
ま
な
い
森
林
に

つ
い
て
、
水
源
林
造
成
事
業

等
に
よ
る
積
極
的
な
整
備
拡

充
を
要
望
。

２
年
度
林
野
庁
予
算
で

は
、
森
林
整
備
事
業
に

１
２
２
２
億
６
１
０
０
万
円

を
計
上
。
林
業
の
成
長
産
業

化
と
森
林
資
源
の
適
切
な
管

理
実
現
、
国
土
強
靱
化
や
地

球
温
暖
化
防
止
等
の
た
め
、

森
林
経
営
管
理
制
度
が
導
入

２２
　
林
業
振
興
対
策

　
林
業
振
興
対
策

さ
れ
る
地
域
を
中
心
に
、
間

伐
や
路
網
整
備
、
再
造
林
等

が
推
進
さ
れ
る
。

⑷
　
森
林
整
備
に
よ
る
防

災
・
減
災
対
策
の
推
進

治
山
事
業
及
び
森
林
整
備

事
業
の
更
な
る
強
力
な
推
進

を
要
望
。

２
年
度
林
野
庁
予
算
で
は
、

治
山
事
業
に
６
０
７
億
３
０

０
万
円
を
計
上
し
た
。
国
土

強
靭
化
に
向
け
、
激
甚
化
す

る
災
害
に
対
す
る
山
地
防
災

力
強
化
の
た
め
、
荒
廃
山
地

の
復
旧
・
予
防
対
策
、
重
点

的
な
機
能
強
化
・
老
朽
化
対

策
、
総
合
的
な
流
木
対
策
の

強
化
等
の
治
山
対
策
が
推
進

さ
れ
る
。

⑴
　
漁
業
者
に
対
す
る
経
営

支
援
策
等
の
強
化

①
漁
業
者
に
対
す
る
融

資
・
信
用
保
証
な
ど
の
経
営

支
援
策
強
化
、
新
規
漁
船
建

造
の
支
援
制
度
拡
充
②
高
度

衛
生
管
理
に
対
応
し
た
施
設

整
備
へ
の
水
産
基
盤
整
備
予

算
の
確
保
、
機
器
等
の
整
備

費
用
へ
の
十
分
な
財
政
支
援

―
を
要
望
。

①
に
つ
い
て
、
２
年
度
水

産
庁
予
算
で
は
、
漁
業
収
入

安
定
対
策
事
業
に
１
４
２
億

円
（
元
年
度
補
正
２
１
１
億

円
）
を
確
保
し
、
漁
業
者
の

経
営
支
援
の
た
め
漁
獲
変
動

等
に
よ
る
減
収
を
補
填
す
る
。

②
に
つ
い
て
、
２
年
度
水

産
庁
予
算
で
は
、
水
産
基
盤

整
備
事
業
に
７
１
１
億
３
３

０
０
万
円
を
計
上
。
産
地
市

場
統
合
や
養
殖
適
地
の
確
保

な
ど
水
産
改
革
と
連
動
し
た

漁
港
や
漁
場
の
整
備
の
ほ
か
、

災
害
に
強
い
漁
業
地
域
の
実

現
に
向
け
、
漁
港
施
設
の
地

震
・
津
波
対
策
や
長
寿
命
化

対
策
等
が
推
進
さ
れ
る
。

⑵
　
水
産
資
源
の
維
持
等
の

た
め
の
施
策
の
推
進

①
資
源
管
理
・
漁
業
収
入

安
定
対
策
等
の
拡
充
強
化
②

沿
岸
漁
業
の
振
興
及
び
小
規

模
漁
業
者
の
所
得
向
上
に
資

す
る
施
策
の
充
実
、
栽
培
漁

業
の
振
興
、
水
産
業
振
興
の

支
援
策
強
化
―
を
要
望
。

①
に
つ
い
て
、
２
年
度
水

産
庁
予
算
で
は
水
産
業
成
長

産
業
化
沿
岸
地
域
創
出
事
業

に
１
０
０
億
８
０
０
万
円
を

計
上
。
収
益
性
の
向
上
と
適

切
な
資
源
管
理
を
両
立
さ
せ

る
浜
の
構
造
改
革
の
取
り
組

み
が
支
援
さ
れ
る
。

②
に
つ
い
て
、
２
年
度
水

産
庁
予
算
で
は
、
養
殖
業

成
長
産
業
化
推
進
事
業
に

３
億
１
７
０
０
万
円
を
確
保

し
た
。

国
が
策
定
す
る
生
産
か
ら

販
売
・
輸
出
に
至
る
総
合
戦

略
に
基
づ
き
、
養
殖
生
産
の

三
要
素
で
あ
る
餌
、
種
苗
、

漁
場
に
関
す
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
の
克
服
等
に
向
け
た
技
術

開
発
・
調
査
が
実
施
さ
れ
る
。

⑶
　
海
洋
ご
み
対
策

漁
業
者
等
が
行
う
海
洋
ご

み
の
回
収
・
処
理
、
水
産
都

市
の
漂
流
・
漂
着
・
海
洋
ご

み
対
策
に
係
る
財
政
措
置
の

拡
充
な
ど
を
要
望
。

２
年
度
環
境
省
予
算
で
は
、

海
岸
漂
着
物
等
地
域
対
策
推

進
事
業
に
37
億
円
を
計
上
。

海
洋
ご
み
の
回
収
・
処
理

や
発
生
抑
制
対
策
等
の
推
進

の
た
め
、
地
方
公
共
団
体
に

支
援
が
行
わ
れ
る
。
２
年
度

か
ら
は
、
海
底
・
漂
流
ご
み

の
回
収
推
進
の
た
め
、
漁
業

者
と
連
携
し
た
回
収
が
新
た

に
補
助
さ
れ
る
。

⑴
　
農
林
水
産
業
の
持
続
的

な
経
営
維
持
・
発
展
対
策

①
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
、

持
続
的
な
経
営
維
持
・
発
展

の
た
め
の
万
全
な
対
策
、
地

域
の
実
情
に
即
し
た
施
策
の

確
立
と
十
分
な
財
源
の
確
保
、

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
」
の
見
直
し
に
あ
た
る

各
種
施
策
の
充
実
②
輸
出
拡

大
に
向
け
た
問
題
解
決
へ
の

関
係
省
庁
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
③
農
山
漁
村
に
お
け

る
６
次
産
業
化
や
農
商
工
連

携
へ
の
取
り
組
み
へ
の
予
算

確
保
④
災
害
復
旧
事
業
（
国

庫
補
助
対
象
分
）
の
予
算
執

行
期
限
延
長
―
を
要
望
。

①
に
つ
い
て
、
２
年
度

農
水
省
予
算
で
は
、
強

い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り

３３
　
水
産
業
振
興
対
策

　
水
産
業
振
興
対
策

【
4
面
へ
続
く
】

４４
　
農
林
水
産
業
共
通

　
農
林
水
産
業
共
通

対
策
対
策
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総
合
支
援
交
付
金
等
に

２
３
０
億
２
０
０
０
万
円
を

計
上
し
、
産
地
の
収
益
力
強

化
と
担
い
手
の
経
営
発
展
の

た
め
、
産
地
・
担
い
手
の
発

展
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な

農
業
用
機
械
・
施
設
の
導
入

が
支
援
さ
れ
る
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
に
つ
い
て
は
、
２
年
３

月
3１
日
、
新
た
な
計
画
が
閣

議
決
定
さ
れ
た
。

②
に
つ
い
て
、
２
年
度
農

水
省
予
算
で
は
、
９4
億
５
８

０
０
円
（
元
年
度
補
正
で
３

２
３
億
９
３
０
０
万
円
）
が

計
上
さ
れ
た
。

農
林
水
産
物
及
び
食
品
の

輸
出
の
促
進
に
関
す
る
法
律

等
に
基
づ
き
、
農
林
水
産

物
・
食
品
輸
出
本
部
の
創
設

な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
国

産
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
を
促
進
す
る
と
し
た
。

③
に
つ
い
て
、
２
年
度
農

水
省
予
算
で
は
、
６
次
産
業

化
の
推
進
に
30
億
６
５
０
０

万
円
を
確
保
。
６
次
産
業
化

の
市
場
規
模
拡
大
に
向
け
た

支
援
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

④
に
つ
い
て
、
予
算
執
行

期
限
の
延
長
措
置
は
実
現
し

な
か
っ
た
。

⑵
　
野
生
鳥
獣
等
に
よ
る
農

林
水
産
物
被
害
防
止
対
策

の
充
実
強
化

①
地
方
自
治
体
が
行
う
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
鳥
獣
被

害
防
止
施
策
へ
の
財
政
支
援

②
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
強

化
、
ジ
ビ
エ
利
用
の
推
進
③

個
体
数
管
理
、
生
息
環
境
管

理
及
び
被
害
防
止
対
策
の
推

進
―
な
ど
を
要
望
。

２
年
度
農
水
省
予
算
で

は
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
と

ジ
ビ
エ
利
活
用
の
推
進
に
１

０
１
億
７
０
０
０
万
円
（
元

年
度
補
正
４
億
９
９
０
０
万

円
）
を
計
上
。
野
生
鳥
獣
被

害
の
深
刻
化
・
広
域
化
の
た

め
、
地
域
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
た
被
害
対
策
や
ジ
ビ
エ

利
用
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
が
支
援
さ
れ
る
。

ま
た
、
シ
カ
に
よ
る
森
林

被
害
の
防
止
に
向
け
て
、
広

域
か
つ
計
画
的
な
捕
獲
の
モ

デ
ル
的
実
施
、
捕
獲
等
の
新

技
術
の
開
発
・
実
証
及
び
国

土
保
全
の
た
め
の
捕
獲
等
を

行
う
と
し
た
。

⑶
　
原
子
力
発
電
所
事
故
に

伴
う
各
国
・
地
域
の
輸
入

規
制
の
緩
和
・
撤
廃

風
評
被
害
の
防
止
や
被
災

地
品
の
海
外
輸
出
促
進
に
向

け
た
規
制
の
緩
和
・
撤
廃
に

向
け
た
取
り
組
み
の
一
層
強

化
を
要
望
。

令
和
２
年
５
月
２５
日
現
在
、

規
制
を
設
け
た
５4
の
国
・
地

域
の
う
ち
、
34
の
国
・
地
域

で
輸
入
規
制
が
撤
廃
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
現
時
点
で
も
２0
の

国
・
地
域
で
輸
入
規
制
が
継

続
さ
れ
て
い
る
。

⑴
　
食
の
安
全
性
確
保
へ
の

取
組

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ

ス
テ
ム
（
生
産
履
歴
管
理
）、

Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管

理
）、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
危
害

要
因
分
析
･
重
要
管
理
点
）

な
ど
の
普
及
促
進
支
援
に
よ

る
産
地
か
ら
食
卓
ま
で
の
食

【
3
面
か
ら
続
く
】

の
安
全
性
向
上
を
要
望
。

２
年
度
農
水
省
予
算
で

は
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
拡
大
の
推
進
に

３
億
６
０
０
万
円
を
計
上
し
、

国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組

み
の
拡
大
に
向
け
て
支
援
さ

れ
る
。

ほ
か
、
２
年
度
厚
生
労
働

省
予
算
で
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の

制
度
化
な
ど
に
よ
る
的
確
な

監
視
・
指
導
対
策
の
推
進
等

に
５
億
６
０
０
０
万
円
が
計

上
さ
れ
た
。

⑵
　
輸
入
食
材
等
の
安
全
確

保輸
入
食
材
等
の
安
全
性
に

関
す
る
一
層
の
監
視
・
検
査

体
制
強
化
、
消
費
者
・
販
売

者
等
へ
の
迅
速
で
適
切
な
情

報
提
供
を
要
望
。

２
年
度
厚
労
省
予
算
で
は
、

残
留
農
薬
・
食
品
添
加
物
等

の
規
格
基
準
策
定
の
推
進
に

１５
億
円
を
確
保
。
残
留
農

薬
・
食
品
添
加
物
等
の
規
格

基
準
の
策
定
が
計
画
的
に
進

め
ら
れ
る
。

⑶ 

消
費
者
安
心
・
安
全
確

保
対
策
の
推
進

消
費
者
が
安
心
し
て
安
全

で
豊
か
な
消
費
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現

に
向
け
た
必
要
な
財
政
支
援

措
置
の
更
な
る
拡
充
を
要
望
。

地
方
消
費
者
行
政
強
化
交

付
金
に
２0
億
円
を
計
上
し
、

消
費
者
行
政
の
課
題
に
意
欲

的
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団

体
が
支
援
さ
れ
る
。

⑴
　
中
小
企
業
へ
の
支
援

①
金
融
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
の
拡
充
、
中
小
企
業
の
資

金
繰
り
対
策
②
環
境
、
健
康
、

医
療
な
ど
新
た
な
成
長
分
野

に
取
り
組
む
中
小
企
業
支
援

策
拡
充
③
経
営
者
保
証
問
題

な
ど
の
解
消
へ
の
積
極
的
取

り
組
み
―
を
要
望
。

①
に
つ
い
て
、
２
年
度
中

小
企
業
庁
予
算
で
は
、
資
金

繰
り
対
策
に
２
７
９
億
円
を

確
保
し
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
に
よ
る
低
利
融
資
や
信
用

保
証
協
会
に
よ
る
債
務
保
証

等
を
通
じ
て
支
援
さ
れ
る
。

②
に
つ
い
て
、
２
年
度
中

小
企
業
庁
予
算
で
は
、
地
域

未
来
投
資
促
進
事
業
に
１
４

２
億
７
０
０
０
万
円
、
も
の

づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

高
度
連
携
促
進
事
業
に
１0
億

１
０
０
０
万
円
を
確
保
。
地

域
中
核
企
業
を
含
む
中
小
企

業
が
産
学
官
連
携
で
行
う
研

究
開
発
な
ど
が
支
援
さ
れ
る
。

③
に
つ
い
て
、
２
年
度
中

小
企
業
庁
予
算
で
は
、
経
営

者
保
証
を
不
要
と
す
る
新
た

な
信
用
保
証
制
度
関
連
が

２0
億
円
で
創
設
さ
れ
、
２
年

度
か
ら
事
業
承
継
に
お
い
て

後
継
者
候
補
確
保
の
障
害
と

な
っ
て
い
た
経
営
者
保
証
を

可
能
な
限
り
解
除
す
る
と
し

た
。

⑵
　
地
域
商
業
の
振
興

商
店
街
等
の
振
興
の
た
め
、

地
域
・
ま
ち
な
か
商
業
活
性

化
支
援
事
業
な
ど
の
拡
充
強

化
を
要
望
。

２
年
度
中
小
企
業
庁
予
算

で
は
、
臨
時
・
特
例
の
措

置
と
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
・
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に

２
７
０
３
億
１
０
０
０
万
円

を
計
上
し
、
２
年
６
月
末
ま

で
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者

に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
手

５５
　
食
の
安
全
及
び
消

　
食
の
安
全
及
び
消

費
者
の
信
頼
確
保
対

費
者
の
信
頼
確
保
対

策策

６６
　
中
小
企
業
振
興
対

　
中
小
企
業
振
興
対

策
等
策
等
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段
を
使
っ
た
ポ
イ
ン
ト
還
元

事
業
が
継
続
さ
れ
る
。

ほ
か
、
商
店
街
活
性
化
・

観
光
消
費
創
出
事
業
に
、
30

億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

⑶
　
下
請
け
中
小
企
業
の
保

護大
企
業
・
親
事
業
者
が
下

請
け
等
の
事
業
者
へ
、
一
方

的
に
価
格
な
ど
に
つ
い
て
し

わ
寄
せ
を
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
適
切
な
措
置
の
実
施

を
要
望
。

２
年
度
中
小
企
業
庁
予
算

で
は
、
消
費
税
転
嫁
状
況
監

視
・
検
査
体
制
強
化
事
業
費

に
3１
億
円
が
確
保
さ
れ
た
。

⑴
　
原
子
力
発
電
の
安
全
確

保
等

①
原
子
力
技
術
者
及
び
研

究
者
の
養
成
確
保
、
放
射
性

廃
棄
物
の
環
境
負
荷
低
減
の

研
究
開
発
の
着
実
な
進
展
②

原
子
力
事
業
者
に
対
す
る
徹

底
し
た
情
報
公
開
な
ど
指

導
・
監
督
の
強
化
―
を
要
望
。

２
年
度
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
予
算
で
は
、
原
子
力
産
業

基
盤
強
化
事
業
が
１２
億
円
で

創
設
さ
れ
、
原
子
力
人
材
・

技
術
・
産
業
基
盤
の
維
持
・

強
化
が
図
ら
れ
る
。

ほ
か
、
原
子
力
規
制
委
員

会
所
管
の
原
子
力
の
安
全
研

究
体
制
の
充
実
・
強
化
事
業

に
９
億
円
、
内
閣
府
原
子
力

発
電
施
設
等
緊
急
時
安
全
対

策
交
付
金
に
１
０
０
億
５
０

０
０
万
円
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
所
管
の
放
射
性
廃
棄

物
の
減
容
化
に
向
け
た
ガ
ラ

ス
固
化
技
術
の
基
盤
研
究
委

託
費
に
７
億
円
が
計
上
さ

れ
、
原
子
力
発
電
の
安
全
研

究
、
防
災
対
策
に
関
す
る
研

究
や
資
材
整
備
が
推
進
さ
れ

る
。

⑵
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
施
策
の
推
進

①
総
合
的
な
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
研

究
・
開
発
、
発
電
施
設
の
設

置
・
建
設
へ
の
支
援
措
置
充

実
②
農
山
漁
村
に
お
け
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
た
発
電
へ
の
支
援
策
拡
充

強
化
③
公
共
施
設
等
に
お
け

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
施
設
の
導
入
を
促
進
す
る

事
業
の
充
実
強
化
④
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
建

設
に
関
す
る
地
元
住
民
の
合

意
形
成
担
保
、
規
制
の
た
め

の
法
整
備
⑤
中
小
企
業
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
投
資
へ
の

財
政
支
援
―
な
ど
を
要
望
。

①
に
つ
い
て
、
２
年
度
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
予
算
で

は
、
太
陽
光
発
電
の
導
入
可

能
量
拡
大
等
に
向
け
た
技
術

開
発
事
業
に
30
億
円
、
洋
上

風
力
発
電
等
の
導
入
拡
大
に

向
け
た
研
究
開
発
事
業
に

76
億
５
０
０
０
万
円
、
地
熱

発
電
や
地
中
熱
等
の
導
入
拡

大
に
向
け
た
技
術
開
発
事
業

に
30
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
。

各
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

抱
え
る
課
題
に
対
し
、
発
電

効
率
向
上
、
技
術
開
発
、
コ

ス
ト
低
減
や
普
及
な
ど
に
取

り
組
む
と
し
た
。

ほ
か
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
大
量
導
入
に
向
け
た

次
世
代
型
の
電
力
制
御
技
術

開
発
事
業
に
3１
億
９
０
０
０

円
が
確
保
さ
れ
た
。

②
に
つ
い
て
、
２
年
度
農

水
省
予
算
で
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
等
の
推
進

に
２５
億
８
６
０
０
万
円
（
元

年
度
補
正
１0
億
円
）
を
確
保
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
を
農
山
漁
村
の

発
展
に
活
用
す
る
取
り
組
み
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に

資
す
る
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
の
導
入
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
が
支
援
さ
れ

る
。③

に
つ
い
て
、
２
年
度
環

境
省
予
算
で
は
、
再
エ
ネ
主

力
化
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化

促
進
事
業
に
40
億
円
を
計
上
。

公
共
施
設
の
設
備
制
御
に
よ

る
地
域
内
再
エ
ネ
活
用
モ
デ

ル
構
築
事
業
や
、
再
エ
ネ
主

力
化
に
向
け
た
需
要
側
の
運

転
制
御
設
備
等
導
入
促
進
事

業
な
ど
に
取
り
組
む
と
し
た
。

④
に
つ
い
て
、
２
年
度
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
予
算
で

は
、
地
熱
発
電
の
資
源
量

調
査
・
理
解
促
進
事
業
に

１
０
４
億
５
０
０
０
万
円
を

計
上
。
地
熱
開
発
に
お
い
て
、

開
発
リ
ス
ク
が
高
い
初
期
調

査
へ
の
支
援
や
、
地
熱
開
発

に
対
す
る
地
域
住
民
等
の
理

解
促
進
に
向
け
た
勉
強
会
な

ど
の
取
り
組
み
が
支
援
さ
れ

る
。⑤

に
つ
い
て
、
２
年
度
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
予
算
で

は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
促

進
に
向
け
た
支
援
補
助
金

４
５
９
億
５
０
０
０
万
円
を

計
上
し
、
省
エ
ネ
関
連
投
資

を
促
進
す
る
と
し
た
。

⑴
　
地
域
経
済
の
活
性
化
の

た
め
の
経
済
対
策
の
推
進

地
域
経
済
の
活
性
化
に
十

分
配
慮
し
た
、
総
合
的
か
つ

積
極
的
な
実
効
性
の
あ
る
経

済
対
策
、
地
方
の
中
小
企
業

等
の
生
産
性
向
上
や
国
内
外

の
販
路
開
拓
等
へ
の
支
援
充

実
を
要
望
。

２
年
度
中
小
企
業
庁
予
算

で
は
、
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
運
営
費
交

付
金
に
２
５
３
億
９
０
０
０

万
円
を
計
上
し
、
中
堅
・
中

小
企
業
の
海
外
展
開
支
援
や

対
内
直
接
投
資
を
促
進
す
る

た
め
に
必
要
な
運
営
費
を
交

付
す
る
と
し
た
。

⑵
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
施
策
の

実
施
と
予
算
措
置

①
「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等

関
連
政
策
大
綱
」
の
必
要
な

見
直
し
と
万
全
な
対
策
②
今

後
の
米
国
と
の
貿
易
交
渉
に

お
け
る
引
き
続
き
の
協
議
③

「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活

力
創
造
プ
ラ
ン
」
の
着
実
な

実
施
と
十
分
な
予
算
措
置
―

を
要
望
。

政
府
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
お
よ

び
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
発
効
や
日
米
貿

易
協
定
お
よ
び
日
米
デ
ジ
タ

ル
貿
易
協
定
へ
の
署
名
な
ど

の
動
き
を
受
け
、「
総
合
的

な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
大

綱
」
を
改
訂
し
た
。
改
訂
日

は
元
年
１２
月
５
日
。

ま
た
、
同
大
綱
の
改
訂
に

伴
い
、
農
水
省
で
は
「
農
林

水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造

プ
ラ
ン
」、「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」
等
を
順

次
、
改
訂
す
る
と
と
も
に
、

生
産
者
の
努
力
で
は
対
応
で

き
な
い
分
野
の
環
境
を
整
え

る
こ
と
と
し
た
。

８８
　
地
域
経
済
対
策

　
地
域
経
済
対
策

７７
　
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
対
策
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リ
ー
チ
支
援
員
の
配
置
、
同

行
相
談
や
信
頼
関
係
の
構
築

と
い
っ
た
対
本
人
型
の
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
支
援
の
実
施
②
市

区
町
村
に
よ
る
「
ひ
き
こ
も

り
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
更
な

る
強
化
③
「
８
０
５
０
問

題
」
な
ど
に
対
応
可
能
な
、

市
区
町
村
に
よ
る
新
た
な
支

援
の
仕
組
み
の
構
築
―
を
求

め
て
い
る
。

「
新
た
な
過
疎
対
策
法
の

制
定
」
は
3１
件
。

意
見
書
で
は
、現
行
の「
過

疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
」
が
令
和
３
年
３
月
に
失

効
す
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
総
合
的
な
過
疎
対
策
を
充

実
・
強
化
す
る
た
め
に
新
た

な
過
疎
対
策
法
の
制
定
を
要

望
し
た
。

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度

の
導
入
」
は
１4
件
。

平
成
30
年
２
月
の
内
閣
府

に
よ
る
調
査
で
選
択
的
夫
婦

別
姓
制
度
の
導
入
に
賛
成
・

「
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り

に
対
す
る
実
効
性
あ
る
支
援

と
対
策
」
は
９５
件
。

多
く
の
意
見
書
が
、
令
和

元
年
３
月
の
政
府
調
査
で
40

歳
か
ら
64
歳
の
ひ
き
こ
も
り

が
全
国
で
約
6１
万
人
に
上
る

と
い
う
推
計
に
触
れ
、
高
齢

者
の
親
と
と
も
に
社
会
的
に

孤
立
す
る
ケ
ー
ス
の
存
在
な

ど
を
指
摘
し
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
実
効
性
あ
る
支
援
と
対

策
を
講
じ
る
べ
き
だ
と
し
て

い
る
。

そ
の
上
で
、
①
自
立
相
談

支
援
機
関
の
窓
口
に
ア
ウ
ト

２
月
か
ら
４
月
に
全
国
の
市
議
会
で
可
決
し
た

意
見
書
・
決
議
の
う
ち
、
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た

も
の
を
取
り
ま
と
め
た
。
件
数
の
多
い
順
に
主
な

内
容
を
紹
介
す
る
。 意

見
書・決
議
　
２
月
～
４
月

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
強
化
求
め
る

対
策
強
化
求
め
る

トピッ
クス

議会

件  名 意見書 決議 

○新型コロナウイルス感染症
対策の強化等

○中高年のひきこもりに対する
実効性ある支援と対策

○新たな過疎対策法の制定 
○選択的夫婦別姓制度の導入 
○公立・公的病院の存続と充実 
○「緊急防災・減災事業債」の

期間延長

○地球温暖化対策の加速度的な
推進

○最低賃金の改善と中小企業支
援策の拡充

○公立学校教職員への「１年単位
の変形労働時間制」導入の撤回 

○防災・減災、国土強靭化のため
の３か年緊急対策事業の期間
延長

【小計】           
○その他 
【総合計】 

125 

95 

31 

14 

13 

13 

12 

11 

7 

6 

327 

190 

517 

16 

―  

―  
―  
―  
― 

― 

― 

― 

―  

16  
43  
59 

※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載

22 月月かからら 44 月月にに可可決決ししたた意意見見書書・・決決議議のの議議決決状状況況 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感

染

症

対

策

感

染

症

対

策

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
強
化
等
」
が

意
見
書
１
２
５
件
、
決
議
１6

件
で
最
多
と
な
っ
た
。

意
見
書
お
よ
び
決
議
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
も
た
ら
し
た
医
療
・
教

育
へ
の
負
担
、
経
済
面
で
の

農
工
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の

大
き
な
打
撃
を
指
摘
し
、
感

染
拡
大
防
止
と
し
て
今
後
の

医
療
提
供
体
制
と
情
報
提
供

の
充
実
強
化
が
不
可
欠
と
し

て
い
る
。

そ
の
上
で
、
①
感
染
拡
大

の
防
止
に
向
け
た
マ
ス
ク
や

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
物

資
の
安
定
的
で
継
続
的
な
供

給
②
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
開

発
・
製
造
、
治
療
法
の
速
や

か
な
確
立
③
患
者
、
家
族
お

よ
び
医
療
従
事
者
が
差
別
的

な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
な

い
よ
う
風
評
被
害
防
止
等
④

患
者
の
増
加
に
備
え
た
医
療

機
関
へ
の
支
援
拡
充
、
院
内

感
染
対
策
の
徹
底
⑤
中
小
企

業
や
小
規
模
・
個
人
事
業
主

等
へ
の
経
済
的
影
響
を
鑑
み

た
助
成
金
等
の
財
政
支
援
⑥

広
範
な
業
種
業
界
を
対
象
に

し
た
中
長
期
的
な
経
済
対
策

⑦
臨
時
休
校
の
フ
ォ
ロ
ー
体

制
構
築
等
教
育
機
関
へ
の
支

援
⑧
地
方
自
治
体
が
実
施
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
へ
の
財
政
支
援
―

な
ど
を
要
望
し
た
。

中
高
年
ひ
き
こ
も
り
へ
の

中
高
年
ひ
き
こ
も
り
へ
の

支

援

と

対

策

支

援

と

対

策

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

選
択
的
夫
婦
別
姓
の
導
入

選
択
的
夫
婦
別
姓
の
導
入

容
認
と
答
え
た
国
民
が
66
・

９
％
で
反
対
を
上
回
っ
た
こ

と
や
近
年
進
む
家
族
の
多
様

化
、
改
姓
に
よ
っ
て
生
じ
る

デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
触
れ
た

上
で
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制

度
を
導
入
す
る
民
法
の
改
正

を
求
め
た
。

「
公
立
・
公
的
病
院
の
存

続
と
充
実
」
は
１3
件
。

多
く
の
意
見
書
で
は
、
元

年
９
月
２6
日
に
厚
生
労
働
省

が
行
っ
た
再
編
・
統
合
の
検

討
が
必
要
な
公
立
・
公
的
医

療
機
関
の
公
表
に
つ
い
て
、

地
方
の
置
か
れ
た
医
療
事
情

を
無
視
し
た
も
の
で
あ
り
適

切
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
①
今
後
の
地

域
の
医
療
圏
構
想
等
の
議
論

の
上
で
拙
速
な
再
編
・
統
合

を
避
け
、
地
域
医
療
の
拠
点

と
し
て
の
病
院
の
存
続
と
充

実
②
公
立
・
公
的
病
院
等
の

維
持
・
存
続
の
た
め
の
支
援

③
災
害
時
に
必
要
な
医
療
提

供
体
制
整
備
の
た
め
の
財
政

措
置
―
な
ど
を
求
め
た
。

公
立
・
公
的
病
院
の

公
立
・
公
的
病
院
の

存

続

と

充

実

存

続

と

充

実


